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実

存

主

義

の

歩

み

ー
ー
・
サ
ル
ト
ル
作
、
「
ア
ル
ト
ナ
の
幽
閉
者
」
を
め
ぐ
っ
て

l
l

永

戸

多

宣

雄

詮
－

「
思
想
上
の
問
題
で
は
、
わ
ず
か
に
前
進
す
る
に
も
多
大
の
時
間
を
要
す
る
」
と
は
、
サ
ル
ト
ル
の
言
葉
で
あ
る
が
、
私
が
こ
こ
に
掲
げ
た
「
実
存
主
義
の

歩
み
」
と
い
う
標
題
は
、
何
ら
新
奇
な
問
題
を
提
起
す
る
も
の
で
は
な
い
。
ス
ペ
イ
ン
系
の
哲
学
者
モ

l

ラ
句

O
H
g
g
H
冨
O
切
か
は
、
グ
現
代
世
界
を
支
配

す
る
三
つ
の
哲
学
a
に
関
す
る
論
文
の
中
で
、

一
、
マ
ル
ク
ス
に
、
そ
し
て
間
接
的
に
は
へl
ゲ
ル
に
由
来
す
る
哲
学

二
、
パ
ー
ト
ラ
シ
ド
・
ラ
ッ
セ
ル
や
グ
ィ
ト
ゲ
シ
シ
ュ
タ
イ
シ
巧
詳
・
釘0
5
8
E

の
新
実
証
主
義

＝
一
、
ハ
イ
デ
ザ
ガ
ー
や
サ
ル
ト
ル
の
哲
学
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割
自9
－

を
以
て
、
現
代
の
代
表
的
な
哲
学
と
し
て
い
る
。

い
ま
、
仮
り
に
、
サ
ル
ト
ル
の
哲
学
を
第
コ
万
部
類
は
据
え
置
い
て
、
こ
れ
に
実
存
主
義
と
い
う
名
称
を
冠
す
る
な
ら
ば
、
実
容
主
義
は
デ
カ
ル
ト
的
ハ
古

典
的
〉
合
理
主
義
を
拒
否
す
る
も
の
と
し
て
、
第
一
の
部
類
の
へl
ゲ
ル
a

マ
ル
ク
ス
哲
学
と
部
分
的
に
共
通
な
基
盤
に
立
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ

軒
司
0
0

ぅ
。
今
日
、
サ
ル
ト
ル
が
思
想
の
上
で
取
組
ん
で
い
る
最
大
の
課
題
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
と
の
関
係
を
い
か
に
規
定
す
る
か
と
い
う
こ
と
に
他
な
ら
な
U
。
人

間
の
主
体
性
を
主
張
す
る
実
存
主
義
と
、
唯
物
弁
証
法
と
の
絡
み
合
い
は
、
き
わ
め
て
、
多
く
の
困
難
を
予
想
さ
せ
る
か
ら
で
あ
る
。
彼
は
現
段
階
に
お
い
て



は
、
「
わ
れ
わ
れ
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
哲
学
と
深
く
一
致
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
同
時
に
い
ま
は
ま
だ
実
存
思
想
の
自
律
が
維
持
さ
れ
る
と
公
言
で
き
る
。
事

註
4

実
、
今
日
、
マ
ル
ク
ス
主
義
は
、
同
時
に
歴
史
的
で
構
造
的
で
あ
る
べ
き
、
唯
一
可
能
な
人
類
学
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
こ
そ
、
人
間
を
そ
の
全
体
に
お

註
5

い
て
と
ら
え
る
唯
一
の
人
類
学
だ
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
サ
ル
ト
ル
は
、
乗
越
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
知
∞
号
。
可
（
こ
れ
は
哲
学
に
代
り
、
哲
学
と
は

い
わ
な
い
で
も
、
形
而
上
学
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
筆
者
註
）
の
限
界
と
し
て
の
マ
ル
ク
ス
主
義
、
人
間
の
個
人
的
、
集
団
的
実
践
を
解
明
す
る
も
の
と

し
て
の
マ
ル
ク
ス
主
義
の
内
側
に
立
ち
、
現
在
の
マ
ル
ク
ス
主
義
に
欠
け
て
い
る
実
存
的
投
企
唱
。
す
け
＠
阿
佐
昨

g
t
o
H

を
与
え
る
こ
と
に
、
実
存
主
義
の
役

割
を
限
定
し
て
い
守
こ
の
よ
う
に
、
手
世
記
の
人
聞
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
マ
ル
ク
ス
主
義
的
人
間
で
あ
る
と
す
る
サ
ル
ト
ル
の
説
は
、
い
ま
そ
の
一
部

に
触
れ
た
「
弁
誼
法
的
理
性
の
批
判
」
に
お
い
て
、
綿
密
に
展
開
さ
れ
て
行
く
が
、
こ
の
大
著
（
第
一
巻
の
み
刊
行
さ
れ
て
い
る
）
に
盛
ら
れ
た
実
存
主
義
と

マ
ル
ク
ス
主
義
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
別
の
機
会
に
別
の
場
所
で
述
べ
た
い
と
思
う
。

フ
ラ
ン
ス
百
科
辞
典
出
M
a
o
－8
E
芯
司
自
出
向
州
立
m
o

第
十
九
巻
の
冒
頭
で
、
哲
学
と
は
、
人
間
に
よ
る
人
間
の
検
討E
E

官
。

g

心
g

耳
目
o
u
e

H
W
V
。
自
目
。

M
M
m
H
一
勺
『
。
目
目
。
で
あ
る
、
と
い
っ
た
の
は
ジ
ャ
ン
・
ラ
ク
ロ
ワ
旬
。
笹
口FK
V白
一
回C
H凶
だ
が
、
ブ
ラ
シ
ス
に
お
い
て
こ
の
人
聞
に
よ
る
人
間
の

検
討
が
、
人
間
の
具
体
的
な
体
験
を
離
れ
ず
に
、
最
も
強
く
進
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
い
わ
ゆ
る
実
存
主
義
者
と
呼
ば
れ
る
哲
学
者
の
間
で
あ
る
。
彼
ら
は
、

い
ま
で
は
ど
ん
な
体
験
も
人
間
の
実
存
と
無
関
係
で
は
あ
り
得
な
い
と
い
う
世
界
観
を
持
ち
、
被
ら
が
探
索
し
て
い
る
の
は
認
識
の
理
論
で
は
な
く
、
現
実
の

理
論
に
他
な
ら
な
い
。
「
意
識
は
、
人
間
と
事
物
と
の
共
在
。
？
官
官
0
5
0

と
定
義
さ
れ
る
。
認
識
論
は
、
現
実
の
理
論
に
比
す
れ
ば
、
二
義
的
な
も
の
に
な

封
U
T

っ
た
」
。
よ
り
具
象
的
、
現
実
的
な
も
の
の
探
索
は
、
哲
学
が
他
の
分
野
か
ら
独
立
し
て
存
在
す
る
こ
と
を
不
可
能
に
す
る
と
同
時
に
、
哲
学
は
そ
の
概
念
の
拡

大
を
招
き
、
む
し
ろ
反
哲
学
Z
o
ロ
也
E
E
g

匂
E
O

か
ら
、
純
粋
な
問
い
吉
宮
司
。
関
与
宮
口
宮
目
。
に
な
っ
て
行
く
。
へl
ゲ
ル
を
否
定
し
た
－
一l
チ
ェ
や

マ
ル
ク
ス
は
、
新
し
い
哲
学
へ
の
眺
望
を
開
い
た
が
、
彼
ら
の
思
想
は
、
権
力
の
意
志
に
し
ろ
、
実
践
に
し
ろ
、
完
成
さ
れ
た
新
ら
し
い
哲
学
で
は
な
く
、
哲

註
8

学
自
体
は
常
に
吉
宮
司
O
民
主
宮
口
宮
肖
o

な
の
で
あ
る
。
メ
ル
ロ
l

・
ポ
ン
テ
ィ
は
、
「
人
体
と
象
徴
主
義
」
の
中
で
、
大
要
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

人
間
対
人
間
の
関
係
に
つ
い
て
、
マ
ル
ク
ス
は
良
然
の
調
和
は
な
く
、
カ
オ
ス
は
必
然
的
だ
と
見
た
訳
で
は
な
い
。
人
間
関
係
の
矛
盾
は
、
歴
史
上
の
あ

る
制
度
の
範
囲
内
で
矛
盾
な
の
で
あ
り
、
そ
の
次
に
来
る
べ
き
制
喧
は
確
定
し
て
い
て
歴
史
に
よ
っ
て
そ
の
移
行
が
行
わ
れ
る
、
と
見
て
い
た
。
と
こ
ろ

が
、
歴
史
は
、
保
守
的
な
思
想
の
み
な
ら
ず
、
草
命
的
た
思
想
が
、
そ
れ
を
閉
じ
と
め
た
粋
を
も
喰
い
破
っ
て
し
ま
っ
た
。
人
間
の
ザ
界
は
不
可
解
で
あ
る
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が
、
自
然
も
ま
た
爆
発
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
っ
て
い
る
。
ハ
中
略
）
哲
学
と
理
性
と
は
、
人
間
の
歴
史
的
宿
命
を
制
御
し
、
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
な
く
な

っ
・
た
。

か
く
て
哲
学
は
、
果
し
て
哲
学
は
可
能
か
？
と
い
う
疑
問
に
当
面
し
た
と
き
、
文
学
の
中
に
哲
学
的
解
明
の
鍵
を
求
め
、
文
学
は
哲
学
の
領
域
に
拡
が
っ

て
行
く
。
サ
ル
ト
ル
の
場
合
に
は
、
哲
学
的
著
作
と
文
学
的
著
作
、
そ
し
て
時
評
と
が
彼
の
作
品
を
構
成
し
て
お
り
、
彼
の
姿
勢
は
そ
の
作
品
に
明
ら
か
で
あ

一
読9

り
、
哲
学
の
拡
大
が
そ
こ
に
実
現
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
、
彼
の
劇
作
「
ア
ル
ト
ナ
の
幽
閉
者
」
（
五
幕
）
を
取
上
げ
て
見
た
い
と
思
う
。
彼
が
作
家
と

し
て
誇
る
と
き
、
彼
は
常
に
「
社
会
参
加
」
の
文
学
と
い
う
こ
と
を
唱
え
て
い
る
が
、
「
弁
証
法
的
理
性
の
批
判
」
は
、
社
会
参
加
の
哲
学
で
あ
り
、
同
時
代
の

人
々
の
た
め
に
書
き
、
時
代
と
共
に
減
び
る
と
い
う
根
本
態
度
か
ら
発
し
た
「
ア
ル
ト
ナ
の
幽
閉
者
」
五
幕
は
ま
た
、
社
会
参
加
の
劇
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼

＋
士
山u

は
な
ぜ
小
説
「
自
由
へ
の
塑
を
中
断
し
て
以
来
小
説
を
発
表
せ
ず
に
、
劇
を
書
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
？
「
自
由
へ
の
道
」
の
続
篇
に
つ
い
て
は
、
「
そ
れ
は

レ
ジ
ス
タ
ン
ス
の
時
代
に
関
す
る
も
の
だ
が
、
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
は
、
白
か
黒
か
と
い
っ
た
極
め
て
単
純
な
も
の
で
あ
り
、
も
は
や
興
味
を
惹
か
な
い
、
現
代
は

も
っ
と
複
雑
な
の
だ
、
社
会
的
現
実
は
、
余
り
に
複
雑
す
ぎ
て
、
小
説
の
枠
の
中
に
閉
じ
こ
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
か
、
「
個
人
的
な
体
験
の
裏
付
な
し

に
は
、
小
説
は
書
け
ぬ
」
と
か
い
っ
た
彼
自
身
の
説
明
を
、
一
応
そ
の
ま
ま
受
取
っ
て
お
く
他
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
、
現
代
の
状
泥
が
彼
に
小
説
よ
り

も
劇
を
選
ば
せ
る
理
由
と
し
て
、
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「
今
日
で
は
哲
学
は
劇
的
で
あ
る
と
思
う
。
そ
の
ま
ま
で
し
か
な
い
実
体
の
不
動
性
を
観
賞
す
る
こ
と
も
、
現
象
継
起
の
諸
法
則
を
発
見
し
た
り
す
る
こ
と

も
問
題
に
な
ら
な
い
。
同
時
に
動
因
と
演
者
を
兼
ね
る
人
問
、
自
己
の
人
間
の
破
裂
や
葛
藤
の
解
決
に
い
た
る
ま
で
、
自
己
の
状
況
の
矛
盾
を
生
き
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
ド
ラ
マ
を
生
み
出
し
そ
れ
を
演
じ
る
人
聞
が
問
題
な
の
だ
。
劇
作
は
（
プ
レ
ヒ
ト
の
そ
れ
の
よ
う
に
持
事
詩
的
な
も
の
に
し
ろ
、
ド
ラ
マ
テ
ィ

l

ク

な
も
の
に
し
ろ
〉
、
今
日
で
は
行
為
す
る
人
間
目
、
宮
目
目
。
。
凶

g
g

（
つ
ま
り
人
間
そ
の
も
の
〉
玄
武
す
の
に
最
も
適
し
た
形
態
で
あ
る
。
別
の
観
点
か
ら

詑
口

す
れ
ば
、
哲
学
は
こ
の
人
聞
を
こ
そ
取
扱
う
の
だ
と
自
負
し
て
い
る
。
こ
う
い
う
訳
で
、
演
劇
は
哲
学
的
で
あ
り
、
哲
学
は
劇
的
な
の
だ
」

と
、
彼
が
語
っ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

「
ア
ル
ト
ナ
の
幽
閉
者
」
は
、
第
二
次
大
戦
中
に
、
東
部
戦
線
に
従
軍
し
た
ド
イ
ツ
青
年
の
物
語
で
あ
る
。
彼
は
一
九
四
六
年
に
ロ
シ
ア
か
ら
帰
り
、
翌
四

七
年
か
ら
、
一
室
に
閉
じ
こ
も
っ
た
ま
ま
出
て
こ
な
い
。
と
き
は
、
一
九
五
九
年
、
舞
台
は
ハ
ン
ブ
ル
グ
郊
外
の
工
業
地
区
ア
ル
ト
ナ
に
あ
る
犬
造
船
業
者
ゲ



ル
ラ
ザ
ハ
の
家
で
、
喉
頭
癌
を
病
み
、
六
か
月
後
の
死
を
予
告
さ
れ
た
当
主
は
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ソ
で
死
ん
だ
こ
と
に
な
っ
て
い
る
長
男
フ
ラγ
ツ
を
除
き
、
次

男
夫
婦
と
末
娘
の
レ
l

ニ
を
集
め
て
家
族
会
議
を
開
き
、
次
男
に
事
業
を
継
が
せ
る
と
い
う
意
志
を
表
明
す
る
。
と
こ
ろ
が
次
男
ウ
ェ
ル
ナ
！
の
嫁
ヨ
ハ
ン
ナ

は
、
実
は
フ
ラ
ン
ツ
が
生
き
て
頭
上
の
部
屋
に
閉
じ
こ
も
っ
て
い
て
、
レ
I

ニ
だ
け
が
彼
の
身
の
ま
わ
り
の
世
話
を
す
る
た
め
に
そ
の
部
屋
に
出
入
す
る
こ
と

を
知
っ
て
い
る
。
ヨ
ハ
γ

ナ
は
ハ
ン
プ
ル
グ
で
弁
護
士
を
し
て
い
た
夫
が
、
父
の
命
令
に
従
っ
て
ア
ル
ト
ナ
に
と
ど
ま
る
こ
と
を
思
い
と
ま
ら
せ
よ
う
と
す
る
。

戦
後
ゲ
ル
ラ
ッ
ハ
家
に
寄
宿
し
て
い
た
ア
メ
リ
カ
軍
将
校
と
レ
I

ニ
の
い
ざ
こ
ざ
に
捲
込
ま
れ
た
フ
ラ
ン
ツ
は
、
殺
人
未
遂
の
廉
で
告
発
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た

が
、
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
怖
れ
る
父
親
は
、
ア
メ
リ
カ
の
西
独
再
建
政
策
に
絡
む
情
実
を
利
用
し
、
ブ
ラ
シ
ツ
が
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
去
る
と
い
う
条
件
つ
き
で
、

事
件
を
操
み
消
す
。
し
か
も
、
一
九
五
六
年
に
は
多
額
の
金
を
投
じ
て
、
フ
ラ

γ
ツ
の
偽
の
死
亡
証
明
書
を
ア
ル
ゼ
ン
チγ
か
ら
入
手
し
た
。
こ
の
不
発
の
ス

キ
ャ
ン
ダ
ル
以
来
、
フ
ラ
ン
ツ
は
階
上
の
一
室
に
閉
じ
こ
も
っ
て
い
る
。
だ
が
、
彼
が
閉
じ
こ
も
っ
た
理
由
は
他
に
あ
る
。
彼
は
も
と
ユ
ダ
ヤ
人
迫
害
に
抗
議

し
、
ナ
チ
を
非
難
し
、
ナ
チ
政
府
に
強
制
収
容
所
用
地
を
売
渡
し
、
「
良
心
な
ん
ぞ
は
主
侯
の
賛
沢
だ
」
と
い
う
父
親
を
攻
撃
す
る
、
清
教
徒
的
な
青
年
だ
っ
た

が
、
ユ
ダ
ヤ
系
ポ
l

ラ

γ
ド
人
を
か
く
ま
っ
た
事
件
か
ら
、
東
部
戦
線
に
従
軍
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
余
り
に
も
年
が
若
く
、
戦
争
が
何
で
あ
る
か

も
意
識
し
な
い
で
前
線
に
出
た
フ
ラ
ン
ツ
は
、
祖
国
の
た
め
に
と
い
う
こ
と
で
最
後
ま
で
戦
っ
た
。
（
フ
ラ
ソ
ツ
が
戦
争
に
参
加
す
る
前
の
状
況
、
帰
還
直
後

の
父
子
の
対
話
、
レ
i

ユ
の
ス
キ
ャ
ソ
ダ
ル
探
み
消
し
は
、
父
親
の
ヨ
ハ
ソ
ナ
に
対
す
る
説
明
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
場
面
は
フ
ラ
ッ
シ

ュ
・
パ
ヅ
ク
で
演
じ
ら
れ
る
）
。
そ
し
て
敗
戦
が
訪
れ
た
。
し
か
し
、
フ
ラ
ン
ツ
が
父
親
が
計
画
し
た
ア
ル
ゼ
シ
チ
シ
行
を
前
に
し
て
閉
じ
こ
も
っ
た
の
は
、

戦
前
と
内
容
的
に
変
り
が
な
く
、
繁
栄
を
取
戻
す
ド
イ
ツ
の
現
実
を
拒
否
す
る
た
め
で
あ
る
。
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二
階
の
部
屋
で
は
、
国
防
軍
の
制
服
を
着
た
ブ
ラ
シ
ツ
が
、
覆
面
の
天
井
の
住
人
（
審
判
者
〉
に
向
っ
て
演
説
を
す
る
。
最
初
は
歴
史
に
よ
っ
て
選
ば
れ

た
証
人
と
し
て
、
次
い
で
告
発
者
と
し
て
。
彼
は
時
計
も
持
た
ず
、
新
聞
も
読
ま
ず
、
従
っ
て
復
興
す
る
ド
イ
ツ
を
知
ら
な
い
。
も
し
、
ド
イ
ツ
が
蘇
生
し
た

と
す
れ
ば
、
彼
が
戦
場
で
行
っ
た
こ
と
は
何
も
正
当
化
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
隔
絶
か
ら
来
る
狂
乱
の
状
態
を
維
持
し
よ
う
と
つ
と
め
る
の
は
、
彼
に
近

親
相
姦
の
愛
を
感
じ
て
い
る
妹
の
レl
ニ
で
、
彼
女
は
児
と
共
に
、
覆
面
の
住
人H
蟹
に
話
か
け
る
こ
と
さ
え
す
る
。
レ
l

ニ
と
入
れ
代
り
に
父
親
か
ら
伝
言

を
頼
ま
れ
た
ヨ
ハ
ン
ナ
が
や
っ
て
来
る
。
彼
女
は
、
二
階
に
閉
じ
こ
も
る
フ
ラ
ン
ツ
の
た
め
に
、
ア
ル
ト
ナ
に
閉
じ
こ
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
解
放
さ
れ
た
い
と

い
う
慾
求
に
駆
ら
れ
て
、
フ
ラ
ン
ツ
を
白
日
下
の
生
活
の
中
に
引
出
す
こ
と
を
考
え
る
。
か
つ
て
女
優
だ
っ
た
ヨ
ハ
ン
ナ
は
、
ス
タ

l

の
栄
光
を
担
っ
た
こ
と



も
あ
ヲ
た
が
、
舞
台
生
活
に
失
敗
し
て
、
ウ
ェ
ル
ナ
！
と
結
婚
し
、
第
二
の
宍
敗
を
重
ね
る
。
彼
女
は
孤
独
な
の
だ
。
こ
の
彼
女
の
孤
独
は
、
フ
ラ
ソ
ツ
の
孤

独
に
惹
き
寄
せ
ら
れ
る
の
を
感
じ
る
。
ヨ
ハ
シ
ナ
の
登
場
は
、
フ
ラ
ン
ツ
に
も
動
揺
を
与
え
な
い
で
は
い
な
い
。
フ
ラ
ン
ツ
の
変
化
に
気
付
い
た
レ

l

ニ
は
、

自
分
の
愛
情
は
近
親
相
姦
の
愛
だ
と
い
い
、
（
町
宮
0
2
2

・
0
w
o耳
目

S
E
r
o
w
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目
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p
a
s
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b
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近
親
相
姦
は
わ
た
し
の
旋
、
わ
た
し
の

運
命
だ
わ
ー
ー
と
続
け
る
。
そ
れ
は
「
わ
た
し
な
り
に
、
家
族
の
結
び
つ
き
を
強
く
す
る
や
り
方
な
の
」
だ
が
、
こ
こ
で
彼
女
の
い
う
家
族
は
、
父
親
と
フ
ラ

シ
ツ
と
彼
女
自
身
で
あ
る
。

一
方
、
フ
ラ
ン
ツ
の
異
様
な
世
界
に
没
入
し
、
彼
の
孤
独
と
触
れ
合
お
う
と
す
る
ヨ
ハ
シ
ナ
は
、
階
下
の
世
界
に
も
生
き
て
い
て
、
そ
の
階
下
に
は
、
父
親

が
弱
者
と
呼
ぶ
ウ
ェ
ル
ナ
ー
が
待
っ
て
い
る
。
父
親
が
最
後
の
ゲ
ル
ラ
ッ
ハ
と
い
い
、
強
者
と
呼
ぶ
の
は
フ
ラ
ン
ツ
で
あ
っ
て
、
父
親
の
い
う
強
者
と
は
、
生

れ
な
が
ら
に
死
と
陸
み
合
っ
て
生
き
、
他
人
の
運
命
を
握
っ
て
い
る
人
び
と
な
の
で
あ
る
。

妻
と
フ
ラ
ン
ツ
の
会
見
を
知
っ
た
ウ
ェ
ル
ナl
に
で
き
る
こ
と
は
、
嫉
妬
し
、
酒
を
飲
む
こ
と
で
あ
っ
て
、
彼
は
家
業
を
継
ぐ
こ
と
に
執
着
す
る
ば
か
り
で
、

再
び
自
由
を
取
戻
し
て
弁
護
士
に
な
る
意
地
は
な
い
。

い
ま
で
は
、
フ
ラ
ン
ツ
は
ヨ
ハ
ン
ナ
か
ら
贈
ら
れ
た
時
計
を
持
っ
て
い
る
。
彼
は
ヨ
ハ
ン
ナ
を
待
っ
て
い
る
の
だ
。
二
人
の
関
係
は
宙
に
浮
い
た
ま
ま
ど
う

に
も
な
ら
ず
、
蟹
に
話
し
か
け
る
フ
ラ
ン
ツ
の
調
子
は
、
被
告
の
言
葉
に
変
っ
て
行
く
。
そ
こ
に
突
然
レ
l

ニ
が
新
聞
を
持
っ
て
や
っ
て
来
る
。
ヨ
ハ
ン
ナ
と

兄
と
に
対
す
る
反
撃
で
あ
る0

フ
ラ
ン
ツ
は
、
ロ
シ
ア
戦
線
で
二
人
の
パ
ル
チ
ザ
ン
を
救
っ
て
、
ド
イ
ツ
軍
を
死
に
追
い
や
る
と
い
う
罪
を
犯
し
た
と
、
ヨ
ハ

ン
ナ
に
話
し
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
が
、
事
実
は
そ
の
逆
で
、
二
人
の
パ
ル
チ
ザ
ン
を
手
は
じ
め
に
、
フ
ラ
ン
ツ
は
拷
問
の
下
手
人
に
な
っ
た
こ
と
を
レ

l

ニ
が

曝
露
す
る
。
新
聞
に
よ
っ
て
ド
イ
ツ
の
復
興
と
、
造
船
業
繁
栄
の
実
状
を
知
っ
て
動
顧
す
る
フ
ラ
ン
ツ
を
あ
と
に
、
小
さ
な
理
想
主
義
者
ヨ
ハ
シ
ナ
は
部
屋
を
去

る
。
そ
し
て
、
フ
ラ
ン
ツ
の
十
三
年
間
の
費
居
は
す
で
に
意
味
を
失
い
、
彼
は
父
親
と
会
う
こ
と
に
同
意
し
、
二
人
の
男
は
自
動
車
を
駈
っ
て
エ
ル
ベ
河
に
投

身
心
中
を
遂
げ
る
。
最
後
に
空
っ
ぽ
の
舞
台
に
フ
ラ
ン
ツ
が
の
こ
し
た
録
音
一
ア

l

プ
の
音
が
ひ
び
く
。
そ
の
聞
に
ウ
ェ
ル
ナl
夫
妻
は
一
言
も
発
さ
ず
、
レ
l

－
一
が
静
か
に
フ
ラ
ン
ツ
の
部
屋
に
上
っ
て
行
く
。

「
も
ろ
も
ろ
の
時
代
よ
。
こ
こ
に
い
る
の
は
被
告
だ
。
孤
独
で
異
形
な
二
十
世
記
だ
。
彼
は
自
分
の
手
で
腹
に
穴
を
あ
け
、
餓
死
す
る
の
だ
。
こ
の
世
紐
だ

っ
て
、
残
酷
な
敵
、
彼
の
滅
亡
を
期
す
る
肉
食
獣
、
毛
の
な
い
陰
険
な
野
獣
す
な
わ
ち
人
間
に
狙
わ
れ
な
か
っ
た
ら
、
し
あ
わ
せ
だ
っ
た
ろ
う
に
。
一
プ
ラ
ス
一
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は
っ
こ
れ
が
二
十
世
記
の
神
秘
だ
。
野
獣
は
身
を
潜
め
て
い
た
。
私
は
不
意
に
野
殺
に
襲
い
か
か
っ
て
殴
っ
た
。
一
人
の
人
間
が
倒
れ
た
。
息
も
絶
え
絶
え

の
そ
の
眼
の
中
に
、
依
然
と
し
て
生
き
て
い
る
野
獣
を
私
は
見
た
の
だ
。
：
：
：
こ
の
附
喉
に
つ
か
え
る
す
え
た
よ
う
な
む
か
つ
く
味
は
、
誰
の
、
何
の
味
だ
ろ

う
：
：
：
こ
れ
は
二
十
世
犯
の
あ
の
味
な
の
だ
。
お
お
、
夜
よ
：
；
：
夜
の
法
廷
よ
。
こ
の
私
は
、
こ
こ
で
こ
の
部
屋
で
、
二
十
世
記
を
双
肩
に
担
っ
た
の
、
だ
寸
：
：
・
」

一
九
五
八
年
二
月
に
、
サ
ル
ト
ル
は
週
刊
紙
「
フ
ラ
ン
ス
・
オ
プ
セ
ル
ヴ
ァ
ト
ゥ
l

ル
」
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て
、
自
分
は
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
前
線
か
ら

帰
還
し
た
人
間
の
沈
黙
を
主
題
と
し
た
芝
居
を
書
き
た
い
、
と
い
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
直
ち
に
、
「
ア
ル
ト
ナ
の
幽
閉
者
ー
一
の
舞
台
は
ア
ル

ジ
ェ
リ
ア
の
置
換
え
で
あ
る
と
見
る
の
は
、
い
さ
さ
か
早
計
で
あ
っ
て
、
勿
論
、
こ
の
劇
作
に
は
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
戦
争
が
醸
し
出
し
て
い
る
状
況
は
含
ま
れ
て

い
て
も
、
そ
れ
だ
け
が
総
て
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
現
代
の
フ
ラ
ン
ス
に
対
す
る
痛
烈
な
批
判
と
攻
撃
と
が
看
取
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
悶
着
？
、
ス

一
気
団

テ
ィ
フ
ィ
カ
シ
オ
ン
ま
た
は
ギ
ャ
パ
ジ

l

）
の
支
配
す
る
世
界
全
体
に
向
げ
ら
れ
て
い
る
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
作
者
は
「
文
学
と
は
何
か
？
」
の
中
で
、

「
わ
れ
わ
れ
は
悶
着
の
時
代
に
生
き
て
い
るo
Z
議
選
に
謀
因
す
る
一
次
的
な
堕
T

、
二
次
的
な
悶
着
と
が
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
今
日
で
は
、
社

会
秩
序
は
良
心
の
踊
着
と
無
秩
序
と
に
基
い
て
い
る
の
だ
。
作
家
は
需
者
の
自
由
に
訴
え
る
も
の
、
だ
か
ら
、
読
者
の
鵬
首
か
ら
の
解
放
に
つ
と
め
な
い
限
り
、

文
学
を
守
り
と
お
す
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
同
じ
理
由
に
よ
っ
て
、
作
家
の
義
務
は
、
そ
れ
が
ど
こ
か
ら
発
生
し
て
い
よ
う
と
、
あ
ら
ゆ
る
不
正
に
反
対

註
M

す
る
こ
と
だ
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
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「
ア
ル
ト
ナ
の
幽
閉
者
」
は
、
戦
争
が
も
た
ら
す
踊
着
、
戦
争
を
背
定
し
、
準
備
し
、
戦
争
を
経
過
し
て
も
な
お
消
え
る
こ
と
の
な
い
鵬
首
市
の
状
況
の
中
に

許
お

閉
じ
こ
め
ら
れ
た
人
び
と
の
劇
で
も
あ
る
。
そ
れ
は
←
閉
じ
こ
め
ら
れ
て
い
る
」
と
い
う
点
で
は
、
た
し
か
に
一
出
口
な
し
」
と
の
聞
に
一
脈
構
成
上
の
類
似

点
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
た
と
え
ゲ
ル
ラ
ッ
ハ
家
の
五
人
の
人
物
の
中
で
、
ウ
ェ
ル
ナ
！
と
ヨ
ハ
ン
ナ
が
第
二
次
的
な
位
置
に
置
か
れ
て
い

る
と
は
い
え
、
人
間
相
互
間
の
関
係
は
遺
か
に
複
雑
で
あ
り
、
「
出
口
な
し
」
は
、
平
面
的
で
観
念
的
状
況
劇
と
さ
え
い
え
る
の
に
対
し
、
「
ア
ル
ト
ナ
の
幽
閉

者
」
に
は
、
立
体
的
な
構
造
と
厚
み
が
あ
り
、
一
九
五
九
年
の
時
点ιお
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
状
況
が
脈
持
っ
て
い
る
。
資
本
主
義
社
会
に
お
げ
る
支
臨
階
級

の
堕
落
、
テ
ク
ノ
ク
ラ
シ
！
の
伸
張
（
父
親
ゲ
ル
ラ
ッ
ハ
の
造
船
業
は
鞍
栄
し
て
い
て
も
、
現
実
に
事
業
の
運
刊
を
す
る
の
は
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
で
あ
っ
て
、

事
業
主
で
あ
る
被
に
は
手
紙
に
県
名
す
る
役
割
し
か
与
え
ら
れ
て
い
な
いν
、
発
展
し
た
資
本
、
主
義
段
階
に
対
す
る
時
代
錯
誤
に
よ
っ
て
、自
分
の
化
身
と
し



て
フ
ラ
ン
ツ
を
創
っ
た
罪
業
、
そ
の
結
果
で
あ
る
父
子
の
関
係
、
レ
l

ニ
の
フ
ラ
ソ
ツ
に
対
す
る
愛
が
惹
き
起
し
た
歪
曲
、
他
人
の
錯
乱
が
正
常
人
に
お
よ
ば

す
魅
惑
な
ど
、
副
次
的
な
主
題
に
よ
る
肉
附
け
も
ま
た
美
事
な
も
の
で
あ
る
。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
五
幕
劇
は
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
戦
争
の
現
実
と
無
関
係
で
は
な
い
し
、
そ
の
戦
争
の
過
程
で
、
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
い
る
拷

問
事
件
、
そ
う
し
た
条
件
に
状
況
づ
け
ら
れ
て
、
や
が
て
市
民
生
活
の
中
に
一
民
っ
て
来
た
人
間
の
沈
黙
、
特
に
、
劇
中
の
主
人
公
フ
ラ
ン
ツ
（
彼
は
一
九
二
五

年
の
生
れ
で
、
三
十
四
歳
）
が
代
表
し
て
い
る
よ
う
な
、
罪
の
状
態
に
あ
る
人
問
、
罪
に
陥
る
よ
う
な
選
択
を
し
、
そ
の
責
任
に
鴨
ぐ
人
間
が
、
サ
ル
ト
ル
に

創
作
の
動
機
を
提
供
し
た
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
。
た
だ
、
こ
の
動
機
を
形
成
す
るga
g
巴
出
恥
は
、
裸
の
ま
ま
で
は
、
作
品
に
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

裸
の
動
機
に
衣
裳
を
着
せ
て
、
作
品
が
作
ら
れ
る
場
合
、
サ
ル
ト
ル
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
衣
装
は
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
と
作
品
と
の
距
離
に
求
め
ら
れ
る
。
そ
の

距
離
は
、
個
々
の
作
品
に
よ
っ
て
異
っ
た
形
態
を
と
る
が
、
「
ア
ル
ト
ナ
の
幽
閉
者
」
で
は
、
場
所
を
西
ド
イ
ツ
の
港
市
ハ
ン
ブ
ル
グ
に
郊
外
に
置
く
こ
と
に

よ
っ
て
達
成
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
距
離
の
設
定
、
ド
イ
ツ
人
青
年
フ
ラ
ン
ツ
を
、
現
代
フ
ラ
ン
ス
の
人
間
、
政
治
的
に
は
自
分
の
権
利
を
放
棄
し
、
意
識

の
中
で
、
少
く
と
も
戦
争
の
連
帯
責
任
者
と
し
て
、
審
判
者
を
探
し
求
め
て
い
る
プ
チ
ブ
ル
知
識
人
の
像
と
一
致
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
こ
の
よ
う
な
作

者
の
意
図
か
ら
出
た
距
離
は
、
劇
の
全
体
に
神
話
的
な
性
格
を
添
え
る
効
果
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
神
話
的
な
効
果
は
、
サ
ル
ト
ル
が
好
ん
で
用
い
る
も
の
で

あ
り
、
彼
は
そ
こ
に
小
説
に
は
得
ら
れ
な
い
ユ
ニ
ー
ク
な
可
能
性
を
認
め
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
神
話
的
な
も
の
が
も
た
ら
す
も
の
は
、
こ
の
「
ア
ル
ト
ナ

の
幽
閉
者
」
の
よ
う
な
、
い
わ
ば
時
事
的
で
し
か
も
類
例
の
な
い
ほ
ど
錯
綜
し
た
作
品
に
お
い
で
す
ら
、
古
典
的
性
格
の
表
現
を
捨
て
な
い
サ
ル
ト
ル
が
、
古

典
劇
か
ら
学
ん
だ
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
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こ
の
神
話
に
附
随
し
て
登
場
す
る
も
の
は
、
何
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
寓
聡
で
あ
っ
て
、
ア
ル
ト
ナ
の
陰
欝
な
建
物
は
、
パ
リ
の
、
フ
ラ
ン
ス
の
建
物
で
あ

り
、
廿
世
記
半
ば
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
一
個
の
爆
弾
と
と
も
に
す
べ
て
を
失
う
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
世
界
の
イ
メ
ー
ジ
に
ま
で
拡
大
す
る
。
廃
雄
の
中
か
ら

蘇
っ
た
西
ド
イ
ツ
の
繁
栄
ぶ
り
は
、
一
つ
の
滅
亡
の
危
機
か
ら
も
う
一
つ
の
滅
亡
の
危
機
へ
の
過
渡
期
に
あ
ら
わ
れ
る
人
類
の
ル
ネ
ザ
サ
シ
ス
現
象
に
違
い
な

い
。
フ
ラ
γ

ツ
が
犯
す
罪
は
単
に
フ
ァ
シ
ズ
ム
が
犯
し
た
罪
ば
か
り
を
指
摘
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
あ
ら
ゆ
る
イ
ス
ム
の
罪
で
あ
り
、
ど
ん
な
立

派
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
も
、
そ
れ
が
停
止
し
、
生
気
を
喪
失
し
た
場
合
に
犯
し
得
る
罪
で
あ
ろ
う
。
フ
ラ
ン
ツ
の
創
造
者
で
あ
る
父
親
の
老
ゲ
ル
ラ
ッ
ハ
は
、

彼
は
ニ
l

チ
ェ
の
神
に
似
て
、
彼
の
神
格
を
認
め
る
子
が
死
ね
ば
、
必
然
的
に
死
ぬ
の
で
あ
り
、
死
に
お
い
て
、
父
親

な
ぜ
喉
頭
癌
を
病
ん
で
い
る
の
か
？



と
フ
ラ
ソ
ツ
は
同
一
な
の
だ
。
「
一
プ
ラ
ス
一
は
一
」
巴
ロ
丘
E
H
2
凶
作
ロ
ロ
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
子
フ
ラ
ン
ツ
、
死
へ
の
恐
怖
よ
り
も
む
し
ろ
生
へ

の
恐
怖
が
渦
巻
く
意
識
の
中
に
閉
じ
こ
も
る
フ
ラ
ン
ツ
、
意
識
の
中
で
罪
の
審
判
者
を
求
め
る
フ
ラ
ン
ツ
が
、
自
己
の
孤
独
の
中
で
発
見
し
た
の
は
、
白
己
の

正
当
化
と
釈
明
の
ほ
か
に
は
何
も
な
い
。
児
を
専
有
す
る
た
め
に
、
進
ん
で
児
の
共
犯
者
と
な
る
こ
と
を
選
ん
だ
レ
！
ニ
、
こ
の
近
親
相
姦
の
妹
と
、
弟
の
妻

ヨ
ハ
γ

ナ
は
、
フ
ラ
ン
ツ
の
意
識
に
お
け
る
他
者
で
あ
っ
て
、
他
者
で
あ
る
レ
l

ニ
の
狙
い
は
的
は
ず
れ
な
結
果
を
招
き
、
め
ざ
め
た
他
者
ヨ
ハ
ン
ナ
は
、
フ

ラ

γ

ツ
を
憎
悪
し
、
拒
否
す
る
の
で
あ
る
。
最
後
に
残
る
の
は
、
天
井
の
覆
面
の
住
人
、
行
為
の
判
定
者
で
あ
る
蟹
で
、
か
つ
て
ア
ル
ゴ
ス
の
蝿
は
悔
恨
の
寓

喰
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
蟹
は
、
フ
ラ
ン
ツ
が
劇
中
で
そ
の
手
を
求
め
て
い
る
現
代
の
そ
し
て
未
来
の
世
相
、
前
進
す
る
歴
史
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
歴

設
問

史
は
、
サ
ル
ト
ル
自
身
が
「
歴
史
は
人
聞
を
作
り
、
人
間
が
歴
史
を
作
る
一
と
い
っ
て
い
る
あ
の
歴
史
で
あ
る
。
彼
白
身
に
よ
れ
ば
、
「
こ
の
歴
史
と
人
間
と
の

関
係
に
お
い
て
、
同
時
代
人
の
連
帯
的
な
責
任
と
共
犯
関
係
が
成
立
す
る
の
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
の
社
会
全
体
は
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
戦
争
に
対
し
て
責
任
が
あ

る
ば
か
り
で
は
な
く
、
拷
問
、
ア
ラ
ブ
人
強
制
収
監
所
そ
の
他
、
戦
争
の
や
り
方
に
つ
い
て
も
責
任
が
あ
る
。
い
ま
や
連
帯
関
係
に
あ
る
わ
れ
わ
れ
は
、
絶
え
ず

暴
力
の
深
み
に
突
込
ま
れ
て
い
る
。
「
幽
閉
者
」
の
中
で
、
自
分
が
特
に
云
い
た
か
っ
た
の
は
、
そ
の
こ
と
だ
。
あ
の
死
刑
執
行
人
の
フ
ラ
ン
ツ
が
死
ぬ
と
き
、

註
臼

わ
れ
わ
れ
が
、
私
が
死
ぬ
の
だ
」

-108-

「
ア
ル
ト
ナ
の
幽
閉
者
」
は
長
大
で
、
複
雑
で
、
あ
る
意
味
で
は
難
解
な
劇
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
長
さ
、
複
雑
さ
、
難
解
さ
こ
そ
が
、
登
場
人
物
の
置

か
れ
た
状
泥
に
他
な
ら
ず
、
こ
の
重
い
緊
張
の
連
続
こ
そ
、
作
品
の
理
解
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
な
の
で
あ
り
、
そ
の
中
に
ド
ラ
マ
が
あ
る
。
ま
た
こ

の
ド
ラ
マ
の
中
に
い
る
限
り
、
例
え
ば
父
親
ゲ
ル
ラ
ッ
ハ
の
、

旬
。
．
件
、
白
山
内
包
4
F
τ
a
o
p可
包
・
冨
m
－
目
。
同
件
。
口
〈
。Z
H）
同
）
o
s
z
t

。
E
M
m
u
z
m
H
E
H
O目。
ロ
，
？
す3
3

叫

ω
2
H
m
w目
。
日
可
・
（
k
r
o件
。
〈
）
「
わ
し

は
お
前
を
作
っ
た
、
そ
の
わ
し
が
お
前
を
解
体
す
る
の
だυ

だ
か
ら
、
結
局
死
ぬ
の
は
わ
し
一
人
だ
」
（
第
五
幕
）

と
い
う
科
白
も
、
全
体
の
重
味
を
担
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
劇
で
は
、
劇
を
劇
た
ら
し
め
る
た
め
に
作
者
が
用
い
た
寓
恰
も
、
劇
が
あ
れ
ば
こ
そ

寓
聡
と
し
て
生
き
、
全
体
に
二
十
世
記
半
ば
の
決
し
て
軽
快
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
状
泥
を
濠
透
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

サ
ル
ト
ル
は
、
「
ア
ル
ト
ナ
の
幽
閉
者
」
は
決
し
て
問
題
劇
で
は
な
い
、
と
度
々
断
っ
て
い
る
。
然
り
問
題
劇
と
い
う
な
ら
ば
、
問
題
が
同
時
に
重
な
り
あ

っ
て
レ
る
と
い
う
点
で
い
え
な
い
こ
と
は
な
い
が
、
や
は
り
こ
れ
は
、
被
が
書
い
た
最
も
緊
密
な
状
況
劇
で
あ
っ
て
、
状
況
劇
に
仕
上
げ
た
と
こ
ろ
に
、
「
自



己
の
状
況
の
矛
盾
を
生
き
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ド
ラ
マ
を
生
み
出
し
、
ド
ラ
マ
を
演
じ
る
人
間
が
問
題
な
の
で
あ
る
。
今
日
で
は
、
劇
は
行
為
す
る
人
問
、
つ

ま
り
人
間
そ
の
も
の
を
示
す
に
は
最
適
の
形
態
で
あ
る
」
と
い
う
作
者
の
主
張
が
実
現
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
換
言
す
れ
ば
、
「
ア
ル
ト
ナ
の
幽
閉
者
」
は
、
明

ら
か
に
作
者
サ
ル
ト
ル
の
実
存
主
義
哲
学
に
支
え
ら
れ
た
作
品
で
あ
る
。

実
存
主
義
の
歩
み
は
、
少
く
と
も
サ
ル
ト
ル
に
関
す
る
限
り
、
ゆ
る
や
か
な
速
度
で
、
永
遠
の
相
の
下
に
で
は
な
く
、
今
日
の
フ
ラ
ン
ス
と
い
う
状
況
の
下

で
、
着
実
に
進
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

追
記
｜
｜
こ
の
小
文
は
、
昭
和
三
十
五
年
六
月
二
十
五
日
に
行
わ
れ
た
芸
文
学
会
で
発
表
し
た
小
論
に
加
筆
訂
正
を
し
た
も
の
で
あ
る
。
筆
者
。
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サ
ル
ト
ル
害
、
「
弁
証
法
的
理
性
批
判
」
第
一
巻
中
の
「
方
法
の
問
題
」
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可
か
は

E

口
同
か
の
同
義
語
と

し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
後
で
出
て
く
る
作
中
の
人
物
フ
ラ
ン
ツ
の
場
合
は
、m
か
ρ
g
w
m
t
p
J
～0
』
。
ロ
，E
可
。
で
あ
る
。
な
お
、
忠
心
c
o
E
芯
は
、
ブ
ラ

シ
ツ
の
た
め
に
、
逆
に
閉
じ
こ
め
ら
れ
た
形
の
一
家
族
を
合
め
て
、
複
数
彫
を
与
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
複
数
の
意
味
を
合
め
て
、
「
幽
問
者
」
と
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